
沖縄県立看護大学からの保健所支援について

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2022-09-30

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 知念, 真樹

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://opcnr.repo.nii.ac.jp/records/435URL



 

新型コロナウイルス感染症軽症者の宿泊療養施設における支援活動 

宮里智子（基礎看護） 

支援の経緯と実績 

新型コロナウイルス感染症は、パンデミックを引き起こし、入院患者数を増加させ、重

症患者等に対する入院医療の提供に支障をきたすという重大な事態を引き起こした。厚

生労働省は、医療資源の確保のために、新型コロナウイルス感染症の軽症者等について自

治体の研修施設等や民間の宿泊施設での宿泊療養を実施する方針を示した（厚生労働省, 

2020）。本学は、2020年 4月 13日に、沖縄県から、療養施設への看護教員の派遣の要請

を受けた。看護活動への参加希望者による看護チームを編成し、療養施設での研修とミー

ティングを経て、4月 17日から宿泊療養施設での支援を開始した。同時に、大学内に現

場を支援する「現場支援プロジェクト」を含む危機管理対策組織を立ち上げ、看護人材ト

レーニングチームによる研修を開催し、宿泊療養施設で支援を行う交代要員を育成する

など、大学全体で支援活動を支える体制をとった（図）。 

宿泊療養施設

での支援は、5月

15日までの33日
間行われ、述べ

13 名の看護教員

が参加した。看

護教員は、沖縄

県職員や感染管

理認定看護師、

ホテル従業員と

ともに、感染予

防対策において

必要な助言を受けな 

がら、試行錯誤を重ね、療養者の支援の方法を見つけ出し、健康観察や療養者の困りごと

が解決され生活できるよう手助けをする支援を行った。宿泊療養支援は、支援のために沖

縄県が採用した看護師へと活動を引き継ぎ、活動を終了した。 

宿泊療養施設は、新型コロナウイルスという未知のウイルスに感染した療養者が、行動

に制限を受けながら生活する場であったことから、療養支援における活動は、療養者の心

情に配慮しつつ、療養者が困ることなく生活できるよう手助けをする看護活動だったと

いえる。また、看護チームや多職種をウイルス感染の危険から守り、安全を維持しながら

行われた活動であったと考える。 

Withコロナに向けて 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大という緊急時に、大学が一丸となって取り組ん

だ支援活動は、大学による地域貢献のひとつのモデルになるのではないか。この経験をこ

れからの地域貢献に活かしたい。 

図 危機管理対策組織 

沖縄県立看護大学からの保健所支援について 

知念真樹（地域保健看護領域） 

支援の経緯と実績 

2019 年 12 月に中国の武漢で確認された新型コロナウイルス感染症は、2020 年 1 月に
は、日本でも最初の患者が発生した。沖縄県でも、2020年 3月に初の患者を確認後、2021

年 8月には、10万人当たりの新規感染者数が 256.09人と日本国内最悪の状況となった。

新規感染者の増加を受け、県内の教育研究機関は、有志ボランティアでの保健所への応援

を、2020年の 9月頃から実施していた。本学での組織的な応援派遣は、2021年 2月の第
3 波から開始された。2021 年 6 月には、沖縄県より正式な保健所支援依頼があり、沖縄

県立看護大版の「新型コロナウイルス感染症対策に係る保健所の保健業務の支援要綱」を

作成し、保健所への応援派遣体制を整備した（図１）。保健所への応援派遣は、業務の一

環として取り扱い、旅行命令を出して派遣先で応援業務を行った。派遣先での職員の出退

勤の管理や健康管理については、Formsを用いて実施した。 

2021年 2月の第 3波から第 6波までの本学の保健所支援状況を表１に示す。 

学内では、学部長を担当窓口として派遣のスケジュールの調整が行われた。その際、保

健所が終日勤務できる職員を希望していたため、半日勤務を希望する者はリストから外

した。特に、多くの応援が必要な患者急増時は、業務内容を選んで半日勤務希望者の派遣

を保健所と検討する必要があった。 

応援派遣にむけて、先に派遣された地域保健看護領域教員が現場で受けたオリエンテ

ーションの内容を、他の派遣者へ事前に伝達した。また、保健所での本学職員向けのサポ

ートを職員同士で担うことで応援派遣者が応援に入りやすく、かつ、保健所の受援負担を

できるだけ減らせるよう工夫した。 

保健所での業務は、表 1にも示すように、就業制限とその解除、接触者の健康相談、濃

厚接触者 PCR検査受診調整、健康観察、パソコンへの患者情報入力等多岐にわたってい

た。また、新規患者数の増減に伴い国・保健所の対応が日々変化する状況を、その日の現

場に派遣された者がメールで変更点や応援内容等について情報共有を図っており、有効

な情報共有の仕組みだったと考える。 

表1　新型コロナウイルス感染症蔓延時の保健所支援の概要

派遣期間 派遣保健所
派遣
日数

派遣
実数

延べ
人数

派遣時の業務内容

中部保健所
(2/6-4/3）

7 2 8
健康観察と健康相談、積極的疫
学調査

南部保健所
(2/9-2/17)

5 1 5
濃厚接触者PCR受診調整、健康観
察・健康相談

第４波
6/9-6/18

那覇市保健所 8 8 16 積極的疫学調査

第5波
8/4~8/22

南部保健所 19 11 35

積極的疫学調査、就業制限説
明、入院勧告の支援業務、その
他（保健所との調整により支援
する必要がある業務）

那覇市保健所
(1/8-1/19)

8 6 14
就業制限、パソコンへの患者情
報入力

南部保健所
(1/20-1/31)

12 12 32
就業制限、就業制限解除、接触
者の健康相談

中部保健所
(1/8-1/31)

19 3 29
就業制限解除、就業制限解除、
接触者の健康相談

第3波
2/6-4/3

第6波
1/8-1/31

派遣調整

応援派遣

図1　保健所への応援派遣体制
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Withコロナに向けて 

 今後、感染症による応援派遣だけでなく、自然災害による応援派遣も起こりうると予想

される。今回の応援体制をもとに有事に活用できるよう、記録し残しておくことは大切だ

と考える。 
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